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助言指導、あっせん件数 
高止まり 

 

―平成１９年度の個別労働紛争解決制度の運用状況― 
 

岐阜労働局では、県内の労働基準監督署など６か所に総合労働

相談コーナーを設けて、あらゆる労働相談を受け付けています。 

また、解雇や労働条件引下げなどの個別労働紛争については、

労働局長の助言指導や紛争調整委員会によるあっせんも実施し、

紛争の解決を援助しています。 

平成１９年度（平成１９年４月～平成２０年３月）の総合労働

相談件数と助言指導およびあっせんの状況についてとりまとめま

したので発表します。 

 

1. 助言指導の申出件数は１１３件で、平成１７年度から１００件

を越える高止まりの傾向が見られます。あっせん申請件数は１０

３件で、平成１８年度より２件減少したものの、こちらも平成１

７年度から高止まりの傾向が見られます。 

2. 総合労働相談件数は１４，９９３件で、前年度より１％減少し

たが、総合労働相談のうち解雇の補償などの個別労働紛争の相談

件数は３，７１２件で、平成１８年度より２％、平成１７年度よ

り６６％増加しました。 

 

平成１９年度の具体的状況は別添１を、助言指導の事例は別添

２を、あっせんの事例は別添３を、個別労働紛争解決制度につい

ては別添４を参照してください。 

厚生労働省岐阜労働局発表 

平成２０年 ５月 ２日 



                               別添 １ 
１．相談受付状況 
  岐阜労働局をはじめ６か所の総合労働相談コーナーに、平成１９年度の１ 
年間に寄せられた相談は１４，９９３件で、このうち労働基準法上の違反を 
伴わない解雇、労働条件の引下げ等のいわゆる民事上の個別労働紛争に関す 
るものが３，７１２件である。（第１図） 

  

第１図　労働相談の推移
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   民事上の個別労働紛争に係る相談の内容は、解雇の撤回や解雇に伴う補償
の請求などがもっとも多く、ついで退職勧奨の補償などの請求、賃下げ等労
働条件の引下げと続き、この３項目で相談の５０％以上を占める。（第２図） 
   

  

第２図　個別労働紛争相談の内訳
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２．岐阜労働局長による助言･指導及び紛争調整委員会によるあっせんの申請
状況 
助言・指導申出件数は１１３件で、平成１８年度より１１％の増加となっ 
ている。あっせんの申請受理件数は１０３件で、平成１８年度より２％の減
少となっている。（第３図） 

  

第３図　助言・指導申出件数及びあっせん申請受理件数
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  ３．岐阜労働局長による助言･指導の主な内容 

助言・指導の主な内容は、労働条件の引下げに関するものが最も多く、 
  （２０％）、ついで退職勧奨･雇止め・内定取消・自己都合退職（１７％）、
解雇（１１％）、いじめ・嫌がらせ（１１％）となっている。（第４図） 

第４図　助言指導申出内容の内訳
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  申出を受け付けた事案の処理状況は、平成１９年度の１年間に処理を終了
したものは１１２件であり、このうち助言・指導を実施したものは１０３件、
申出が取下げられたものが６件、他局移送が３件である。 

    処理に要した期間はすべて１か月以内である。申出人は労働者が１００％
であった。 

 
４．紛争調整委員会によるあっせんの主な内容 
  あっせん申請の主な内容は、労働条件の引下げが２６％、解雇が２４％、
退職勧奨・雇止め・内定取消・自己都合退職が２４％とこの３項目で７４％
を占める。この傾向は昨年と同様であるが、解雇に係る割合が平成１７年度
は４５％、平成１８年度が４１％で、昨年度は２４％に下がり、反対に労働
条件の引下げが平成１７年度４％、平成１８年度１６％、平成１９年度２６％
と増えてきていることにかんがみると、事業主が解雇という選択肢を取らず
に、労働条件を引き下げるという形で経営状態を改善しようとしている状況
が窺える。（第５図） 
 

第５図　あっせん受理内容（比率）
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  あっせん申請を受理した事案の処理状況は、平成１９年度に手続きを終了
したものは１０２件であり、このうち合意が成立したものは３１件（３０％）、
申請者の都合で申請が取下げられたものは８件（８％）、紛争当事者の一方が
手続きに参加しない等の理由であっせんを打ち切ったものは６２件（６１％）
となっている。 
  処理に要した期間は１か月以内が６５％、１か月を越え２か月以内が３
４％である。申請人は労働者からが９７％を占める。 

 
 
 



                         別添 ２ 

労働局長による助言指導事例 

 
事例１ いじめ・嫌がらせに係る事案 

（申出の内容） 

申出人Ａは、上司の課長からパワーハラスメントを受けている。具体的に

は業務指示が非常に強い命令口調で、暴言を吐かれたり、態度も暴力的にな

ってきている。上司に訴えても何の対応もしてくれない。使用者に対し適切

な対応をとるよう助言して欲しい。 

（助言指導の結果） 

被申出人Ｂに架電し、申出内容を伝え、「事情聴取を行うなど適切な対応を

検討願いたい」旨助言したところ、「早急に事情聴取を行い、適切な対応をと

りたい」と回答があった。その数日後、申出人から連絡があり、助言により

社内でヒアリングが行われ改善されたとのことであり解決した。 

 

 

事例２ 配置転換に係る事案 

（申出の内容） 

申出人Ｃは、清掃業務に同僚と 2 人で就労していたが、その同僚とそりが

合わず、職場の担当者に苦情を訴えていたが、その担当者から異動を命じら

れた。ところが異動先は、現在の収入の半分しかなく通勤も非常に不便なと

ころであり納得がいかない。元の職場にもどれるよう助言してほしい。 

（助言指導の結果） 

被申出人Ｄに対し、申出人の申し出内容を伝え、話し合いによる円満解決

を助言したところ、申出人と話し合いをしてみるとの回答があった。その後

申出人から、話し合いの結果、条件は少し下がるが、別の職場に異動するこ

とで納得したとの話があり解決した。 



                              別添 ３ 

紛争調整委員会によるあっせん事例 

 

事例１ 普通解雇に係る事案 

（申請の内容） 

申請人Ｅは３年前から正社員として勤務していたが、昨年暮れに経営難を

理由として３月３１日付けの解雇を通告された。解雇の理由を求めたところ、

経営難であることと申請人の性格が明朗性を欠くという理由であったが、当

該解雇理由には納得がいかない。また経営難としながら申請人が解雇された

後新しく人を雇い入れている。 

よって経済的、精神的損害に対する補償金として、退職手当の２倍相当額

の支払いを求めたい。 

（あっせんの結果） 

あっせん委員から本件解雇が申請人の性格を問題にしていることや、経営

難という解雇理由も有効と判断することは難しいとの説明があり、会社側が

申請人の申し立てどおり退職手当の２倍相当額を支払うことで双方の合意が

成立した。 

 

事例２ 労働条件（退職金）引下げに係る事案 

（申請の内容） 

申請人Ｆは約９年前に入社し、本年２月に人員削減を理由に解雇された。

面接時に建設業退職金共済に加入していると聞いていたが、退職後に会社が

１０００日分しか掛け金をかけていないことが判明した。本来もらえる金額

との差額５０万円の支払いを求めたい。 

また人員削減を理由とする解雇だったが、会社は申請人を解雇した翌日、 

申請人と同職種の労働者を募集しており、これは不当解雇に当たると考える

ので、精神的補償として１０万円の支払いを求めたい。 

（あっせんの結果） 

会社側が解雇予告手当相当額と２０万円の合計約５０万円の解決金を支払

うことで双方の合意が成立した。 
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